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ミツバチ生産物に関する国際会議

イスラエル,-チ ミツ生産 ･販売委員会,イ

スラエル養蜂協会主催による標記の会議 (In-

ternationalConferenceon BeeProducts:

Properties,ApplicationandApitherapy)が

1996年 5月26-30日, イスラエル ･テルア

ビブ･DanPanoramaHotelで開催される.

会議はアメリカ ミツバチ治療学学会,アピモ

ンディア,IBRA, またアジア養蜂研究協会な

どが後援 しており, ミツパテ生産物の特性,刺

用法や ミツバチ治療学などのプログラムが企画

されている.

詳細についての問い合わせはミツバチ科学研

究施設まで.

第 9回国際花粉学会

標 記 の 会 議 (The Ninth International

PalynologicalCongress)が 1996年 6月22

-29日,米国 ･テキサス ･Houstonで開催さ

れる.

詳細連絡先は,Dr.SarahP.Damassa.3

RidgeStreet,Winchester,MA01890,USA.

玉川大学 ミツバチ科学研究施設から

パラグアイ,台湾から研修生

国際協力事業団の依頼で,パ ラグアイ国農牧

省養蜂部,マ リオ ･リカル ド･キニョーネス ･

メ ン ド- サ (Mario Ricardo Quiaones

Mendoza)部長が 1995年 4月 12日に養蜂研

修のため 17年振 りに来訪.18日まで,今後の

パ ラグアイにおける養蜂普及に関する意見交換

を主 とした養蜂全般にわたる研修が実施 され

た.

台湾省政府農林廉窯蜂業改良場の依頼で,同

改良場の陳吉同助理研究員,呉登桟蜜蜂繁殖場

主任が 1995年 6月7日に来訪.13日まで女

王蜂の人工授精を中心 に, 日本での生物防除

法, ミツパテ,マル-ナバチの花粉媒介の現状

について研修が行われた.

訂 正

ミツバチ科学 16巻 2号 (1995年4月20日)の記

事中に誤りがありましたので訂正いたします.

佐治 靖氏の ｢-チとヒトの生態学-会津盆地南縁

山地の伝統的養蜂-｣の記事

69ページ,右投下から3行目.1200cmを120cm
に

76ページ,右段上から6行臥 城東市を城東町に

台湾の陳氏(左)と呉氏(右)

編集後記

ローヤルゼリーの薬理作用について,これまで

日本大学松戸歯学部薬理教室で行われた研究を中

心に藤井博士からレビューをいただいた. ミツパ

テの体内に菌や異物が侵入した場合に誘導される

抗菌タンパクであるアピダェシンについて,ポー

ランドのグリンスキー氏から寄稿を受けた.最近,

都市の中での養蜂に興味がもたれているが,春井

氏からの寄稿は庭先での趣味養蜂を志す人にとっ

ても参考になる点の多い内容である. (忠)


